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⑮@⑨⑧ (1 2月 1 日現在)
人口 男 女 世帯数
10 ， 893人 5 ， 169人 5 ， 724人 3 ， 589戸
(+9) (+9) (:tO) (+9) 
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快適な生活環境づくり

-
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

ス
タ
ー
ト

十
一
月
三
+
目
、
公
共
下
水
道
管
渠
敷
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
南
方
八
幡
の
現
地

で
関
係
者
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た

。

い
よ
い
よ
平
成
十
三
年
春
の
使
用
開
始
を
目
指
し

、

本
年
度
か
ら
公
共
下
水
道
工
事

に
着
手
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
下
水
道
と
は
な
に
か

、

い
つ
頃
か
ら
使
用
で
き
る
の
か

、

受
益
者
負
担
金
は
7

下
水
道
使
用
料
は
?
な
ど
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

下
水
道
と
は
?

水
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
絶

え

間
な
く
市
刑
さ
れ
、
降
雨
、

蒸
発
と

い
う

一
つ
の
循
環
シ
ス

テ
ム
を

形
成
し
て
い
ま
す

。

こ
う
し
た
内
然
の
中
で
「
下

水
道
」
は
汚
れ
捨
て
ら
れ
た
水

を
き
れ
い
な
姿
に
よ
み
が
え
ら

せ
て
内
然
界

に
一戻
し

、

安
全
で

、

住
み
よ
い
環
境
を
削
造
す
る
と

い
う
大
切
な
役
割
を
果
た
し

て

い
ま
す
。

下
水
道
の
役
割

下
水
道
官

や
、

マ
ン
ホ

ー
ル

ポ
ン

プ
な
ど
の
下
水
道
施
設
は
、

ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が

、

下
水
道
の
も
た

ら
す
効
果
は
数
多
く
あ
り
ま
す

。

日
に
比

え
る

三
つ
の

効
果
を

あ
げ
ま
す
と

次
の
よ
う
な
も

の

が
あ
り
ま
す

。

①
周
辺
の
生
活
環

境
を
改
善

汚
水
を
す
み
や
か
に
下

水
管

に
流
し
、
蚊
や
ハ
エ
な
ど
が

発
生
す
る
汚

水
を

住
宅
の
ま

わ
り
か
ら
取
り
除
き
ま
す
。

②
く

み
取
り
式
ト
イ
レ
が
水
洗

ト
イ
レ
に

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
が
水
洗

ト
イ
レ
に
変
わ
り
悪
臭
に
悩

ま
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

• 



快適な生活環境づくり

③
川
や
海
を
き
れ
い
に
し
ま
す

川
内
町
が
建
設
す
る
下
水
処

理
場
は
水
質
汚
濁
防
止
法
の

基
準
も
、
瀬
戸
内
海
環
境
保

全
特
別
措
置
法
の
基
準
も
満

た
す
も
の
で
す
。

よ
ご
れ
た

水
は
、
処
理
場
で
き
れ
い
に

し
て
か
ら
、

川

へ
戻
し
ま
す
。

川
や
海
が
魚
の
楼
め
る
美
し

い
水
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。

下
水
道
の
し
く
み

口
下
水
管

汚
水
は
下
水
管
に
流
れ
込
み

ま
す
。

下
水
管
は
道
路
の
下

な
ど
に
埋
め
ら
れ
て
い
て
、

下
水
を
下
水
処
理
場
ま
で
運

ぶ
役
目
を
し
て
い
ま
す
。

下

水
管
に
、
掃
除
や
検
査
、
修

理
を
す
る
た
め
の
マ
ン
ホ

ー

ル
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
つ

け
ら
れ
て
い
ま
す

。

下
水
を
運

ぶ
方
式
に
は
、

雨
水
と
汚
水
を
い

っ
し
ょ

に

運
ぶ
合
流
式
と
汚
水
の
み
運

ぶ
分
流
式
の
二
種
類
あ
り
ま

す
が
、
川
内
町
で
は

、

汚
水

の
み
を
下
水
処
理
場
ま
で
運

ぶ
分
流
式
を
採
用
し
て
い
ま

'-J
 

そ
の
た
め

、

下
水
管
は
、

管
の
内
径
が

一
五
0
ミ
リ
か

ら
五
0
0

ミ
リ
ま
で
の
管
を

使
用
し
ま
す
。

口
下
水
処
理
場

〈沈
砂
池
〉

下
水
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る

大
き
な
ご
み
や
砂
は

、
こ
の

沈
砂
地
で
取
り
除
か
れ
ま
す

。

〈最
初
沈
で
ん
池

〉

下
水
は
こ
の
池
を
ゆ

っ
く
り

と
流
れ
て

、

沈
砂
池
で
枕
ま

な
か

っ

た
小
さ
な
ご
み
や
砂

が
底
に
沈
ん
で
ゆ
き
ま
す
。

〈エ
ア
レ
|
シ
ヨ
ン
タ
ン
ク

〉

バ
ク
テ
リ
ア
や
原
生
動
物
の

よ
う
な
微
生
物
の
集
ま
り
を

活
性
汚
泥
と
い
い
ま
す
が
、

下
水
と
活
性
汚
泥
を
混
ぜ
て

空
気
を
吹
き
込
む
と
、
活
性

汚
泥
が
汚
れ
を
食
べ
て
沈
み

や
す
い
大
き
な
か
た
ま
り
と

な
り
ま
す

。

〈最
終
沈
で
ん
池
〉

活
性
汚
泥
は
、
こ
の
池
で
沈

め
ら
れ
ま
す

。

汚
れ
の
約
九
O
%
以
上
は
取

り
除
か
れ
、
上
澄
水
は
無
色

透
明
に
な
り
ま
す
。

〈消
毒
設
備
〉

処
理
さ
れ
た
水
を
消

毒
し
て

川

ヘ
流
し
ま
す
。
消
毒
に
は

塩
素
が
使
わ
れ
ま
す
。

〈汚
泥
処
置
〉

最
初
日
沈
で
ん
池
や
最
終
沈
で

ん
池
で
沈
め
ら
れ
た
汚
れ
や

微
生
物
の
か
た
ま
り
を
汚
泥

と
い
い
ま
す

。

こ
の
汚
泥
は
集
め
ら
れ
濃
縮

し
、
発
酵
さ
せ
た
後
脱
水
を

し
埋
立
て
処
分
し
ま
す
。

(
次
号
へ
つ
づ
く
)

口
問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
に
関
す
る
こ
と
は

、

役
場
水
道
課
下
水
道
係
ま
で

8
9
6
6
・
2
2

2
2

有
線

内h
u
n
u
n
u
n
U

下水道のしくみ

雨水管 一ー

a‘ 
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毎
年
+
一
月
十
五
日
か
ら
翌
年
二
月
十
五
日
ま
で
は
狩
猟
期
間
で
す

。

現
在
町
内
に
は

、

「鳥
獣
保
護
区
」
「休
猟
区
」
「銃
猟
禁
止
区
域
」
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す

。

狩
猟
を
さ
れ
る
方
は
、
狩
猟
に
伴
う
危
険
防
止
に

特
に
配

慮
し
、

事
故
の
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

,,. 

内容

鳥獣の積極的な保護増殖を
図るため、 1 0年間鳥獣の捕

獲を禁止す る 。

狩猟鳥獣の生息数の自然的
回復を促進するため、 3 年
間鳥獣の捕獲を禁止する 。

鳥 獣

保護区

1可

(注)

・ 「塩ケ森ふるさと公園」は 、 入国者の安全確保の

ため 、 狩1Hl者の立入を禁止 しております。

園

1 

船野 山

河之内

滑 J I I

。

H 6 ・ 1 1 ・ 1

H 9 ・ 1 0 ・ 3 1

H 7 ・ 11 ・ 1

H 10 ・ 1 0 ・ 31

松瀬 川

休猟区

- 鳥獣保護区等に おいて、野猿、 イノシシ等に よ

り農林作物に対 し著しい被害が発生する場合に

は 、 有害鳥Ei:k.1駆除 を実施することができます。

A 

H 3 ・ 11 ・ 1

H13 ・ 10 ・ 3 1

銃猟による危険を未然に防

止 し、また静ひつを守るた
め 、 10年間銃猟による鳥獣

の捕獲を禁止する 。

前松瀬川

猟
止
域

銃
替
市
区
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一
会A

一

一口
貝

一

王套
一

一
盛
未一

一
曲
辰一

農
地
の
原
形
変
更
届
出
制
に
つ
い
て

居支

同地
つL の
I1ン埋

を:』
変さと
壬を
議 k
A 
ロ

は

農
地
を
盛
土
、
切
土
を
し
、
圃

場
の
原
形
を
変
え
、
耕
作
を
目

的
と
し
た
田
畑
転
換
そ
の
他
区

画
形
貨
の
変
更
を
す
る
場
合
に

「
農地
原
形
変
更
届

出
書
」
を

農
業
委
員
会
へ
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

。

こ
の
制
度
は

農
地
の
原
形
を
変
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
近

隣
農
地
の
耕
作
条
件

が
劣
悪
化
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、

農
地
の
集
団
性
と
調

和
を
保
持

し
な
が
ら

農
地
の
効
率
を
図
る

と
共
に
、
隣
接
す
る
農
道
・
水

路
等
へ
の
被
害
と
違
反
転
用
を

防
止

す
る
た
め
の
制
度
で
す

。

O
手

続

農
地
の
原
形
変
更
を
し
よ
う

と
す
る
方
は

、

要
綱
に
基
づ
き
、

原
形
変
更
に
着
手
す
る
日
の

三

十
日
前
ま
で
に
届
出
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

。

O
注
意
事
項

山
コ
ン
ク
リ

ー
ト
塊
や
廃
材

な
ど
廃
棄
物
に
よ
っ
て
埋

立
て
る

場
合
は
農
地
の
原

形
変
更
に
は
該
当
せ
ず
農

地
の
転
用
手
続
が
必
要
と

な
り
ま
す

。

山
盛
土
の
高
さ
に
つ
い
て
も

十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う

。

間
無
届
け
の
埋
立
て
は
違
法

転
用
と
み
な
さ
れ
る
場
合

が
必
要
で
す
i

が
あ
り
ま
す
。

凶
埋
立
て
等
は
届
出
受
理
後

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

O
届
出
書
の
添
付
書
類

山
付
近
見
取
図

山
地
番
地
目
図

(
公
図
の
写
し
)

叩
土
地
登
記
簿
謄
本

凶
耕
作
者
が
届
出
を
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
、
所
有

者
の
同
意
書

間
現
況
写
真

削
農
業
委
員
の

副
申
書

問
そ
の
他
参
考
資
料

(
原
形
変
更
計
画
図
面
)

※
届
出

書
は
農
業
委
員
会
に
あ

り
ま
す
。

な
お

、

詳
し
い
こ
と

は
農
業
委
員
及
び
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願

い
ま
す
。

悪
質
な

埋
立
て
は
追
放
し

{芙
り
豊
か
な

農
地
を

{寸
り
ま
し
ょ

う

いじめτなIやみ
相談室

以前広報「かわうち J 7 月号でお知らせしてお り

ます標記相談室について再度お知らせします。

いじめや登校拒否などで心に悩みを持ちながら 、

誰にも相談できないでい る子どもや保諮者ーなどが気

軽に相談できる窓口です。 お気軽にご相談 く ださい。

毎週水曜 日 ( 8 時30分~17時)

川内町教育委員会

中央公民館 2 階

山崎孝志教育相談員

口相談 日 時

口相談場所険相談電話4

ft 966-6150 
有線 6010 口相 談 員

~ 
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今の年金手帳の番号が
平成9年1 月から
基礎年金番号になります。

~ 特別な手続きは必要ありません~

EZ個置c・基礎年金番号は、

厳重に情報管理を行います。

年金関係の個人情報については、ご本人

以外には提供しないことや‘専用のシス
テムを使用するなどによりプライパシー

の保護には万全を期しています。 なお、

加入者の方々も、年金手帳の取扱いには

十分ご注意ください。

EZ・四E場基礎年金番号は、

加入制度を移っても変わりません。

基礎年金番号は t ひとりひとりの年金加入

記録を整理するための番号です。転職等に

より国民年金や厚生年金保険.共済組合な

ど加入している年金の制度が笈わっても 、

そのまま変わらず使用しますので、この番

号一つで年金に関する手続き、照会ができ

るようになります。

E箇・四国・基礎年金番号は、

あなたの年金権を守る鍵です。

基礎年金番号により、市町村への届出を忘

れた人の適用もれなどを防ぐため 、 個別に

お知らせすることや 、 年金に関するご相談

等にも迅速に対応できます。 基礎年金番号

をもとに加入状況を記録し、年金の支給が

行われますから 、 ぞれはまさに、みなさん

の年金権を守る大切な鍵といえます。

み
ん
な
の
こ
く
ほ

保
険
税

F
F
一
よ
い
医
療
を

下
剤
明一
受
け
る
た
め
に

平
成
七
年
度
の
国
民
医
療
費

の
推
計
は
、
約
二
十
七
兆

一
、
六

O
O
億
円
。

医
療
費
は
、
年
々

約

一
兆
円
ず
つ
増
え
続
け
て
い

ま
す
。

こ
の
医
療
費
の
増
加
に
比
べ
、

み
な
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税
は

横
ば
い
の
状
態
で
す
か
ら
、
国

保
財
政
は
か
な
り
苦
し
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す

。

安
易
に
お
医
者
通
い
を
し
て

い
な
い
か
、
必
要
以
上
に
ク
ス

リ
や
注
射
を
ね
だ
っ
て
い
な
い

か
、
み
な
さ
ん
も
真
剣
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う

。

2 こ 庇室1
との l 匂;.~.{Y I 
、ま l ln:J J 

守主 苦国
2 壊 しイ呆
分賀 く財
だが な政
げ!!M るカて
保 L
険続 ζー 納

め
て
安
心

税
を
値
上
げ
し
て
、
こ
れ
を
補

う
こ
と
に
な
り
ま
す

。

こ
の
よ

う
な
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
も
、

ま
ず
一
人
ひ
と
り
が
適
切
な
受

診
を
し
、
無
駄
な
医
療
費
を
少

し
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い

。

府
私
払一
保
険
税
の

3
3

き
め
か
た

一
世
帯
の
保
険
税
は
、
次
の

計
算
方
法
で
計
算
し
た
額
を
合

算
し
、
算
出
し
ま
す

。

口
所
得
割
額

各
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
計
算

口
平
等
割
額

一
世
帯
に
つ
き

二
万
円

口
均
等
割
額

各
世
帯
の
加
入
者
の
数
に
応

じ
て
、

一
人

一
万
六
千
円

口
資
産
割
額

各
世
帯
の
資
産
に
応
じ
て
計
算

仁
和
笠
保
険
税
を

「仰
伶
仰
山一
滞
納
す
る
と

保
険
税
を
納
め
な
い
人
が
い

る
と

、

保
険
税
を
納
め
て
い
る

人
の
負
視
ば
か
り
が
重
く
な
っ

て
し
ま
い
、
保
険
制
度
が
成
り

立
た
な
く
な

っ

て
し
ま
い
ま

-

。

.1J
 保

険
税
を
滞
納
し
て
い
る
場

合
に
は
、
給
付
の
差
し
止
め
や
、

保
険
証
の
返
還
な
ど
の
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

保
険
証
を
返
還
し
た
世
帯
に

は
、
保
険
証
の
か
わ
り
に
「
被

保
険
者
資
格
証
明
書
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
が
人
老
人
保
健
制
度

や
公
費
医
療
に
該
当
す
る
場
合

を
除
く
て
こ
れ
で
医
療
を
受

け
た
場
合
、
い

っ

た
ん
医
療
費

の
全
額
を
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

後
に
申
請
に
よ
っ
て
、

国
保
か
ら
保
険
負
担
分
が
払
い

戻
さ
れ
ま
す
。

ど
う
し
て
も
保
険
税
の
納
付

が
困
難
な
事
情
が
生
じ
た
場
合

は
、
早
め
に
役
場
福
祉
課
国
保

係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

(合
9
6
6

・
2
2
2
2

有
線

2
1
3
3
)
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町制施行40周年記念

置出ヨI~圃

ただし、入場整理券が必要です。

入場整理券は 、 役場総務課と教育

委員会で 1 月 13 日から取り扱いま

す。 ( 1 人 1 枚限り )

口主 催 川内町

口問い合わせ先役場総務課 fi966-2222

有線 2111 

口入場料林家こん平

林家木久蔵

演口出

平成9年2月 13 日(木)
午後7時~

き口 と

中央公民館大ホール口ところ

町
制
施
行
四
十
周
年
記
念

『
町
勢
要
覧
』

「川内町新誌」
平成 4 年度版も

販売中/

口販売価格

0町内の方 l 部 4 ， 000円

。町外の方 l 部 5 ， 000円

口問し、合わせ先

役場総務課 fi 966-2222

1;. 

の
ご
案
内

町
制
四
十
周
年
を
記
念
し
て

町
勢
要
覧
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

川
内
町

の
人
口

、

施
設
、
産

業
な
ど
の
情
勢
や

、

川
内
町
誕

生
か
ら
現
在
ま
で
の
歴
史
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
に
は

、

一
部
七

0
0
円
で
お
分
け
し
て
お
り
ま

す
の
で

、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

。

口
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
諜

8
9
6
6

・

2
2
2
2

有
線
2

1
1
1



‘中学生の
「税についての作文」
入選者表彰

11 月 16 日 、愛媛文教会館で中

学生の 「税についての作文」 の

入選者表彰が行われ、 川内中学

校 3 年の大久保幸奈さんが入選

の表彰を受けられました。

力コ品要。

冨U添ート
おめでとうございます

愛媛県国保被保険者健康づくり砂
標語入選者表彰

11 月 19 日 、愛媛県国民健康保険団体連合会より小坂の大西洋子

さんに健康づくり標語の入選の賞状と記念品が贈られました。

=入選標語=

「心にも バランスとれた栄養を」

町体育協会主催の第 7 回バドミントン大

会が行われました。

一般の部が 4 部と小学生の部が 6 年、

5 年、 4 年の 3 部に分かれ、試合が行わ

れました。

参加者122人 (61 チ ー ム)の大規模な大

会となりました。

成績は以下のとおりです。

0第 7 回 バドミン トン大会結果

吉日 2 吉日 3 吉日 4 吉日 6 年 5 年 4 年

1 1立
楠本 譲二 加藤省治 蒲池慎一 清家与志喜 越智公太 高須賀大輔 角田貴史

木村 隆 村上 広徳 伊勢元るり子 稲井陽子 古里子 和人 林 祐典 高須賀寛

2 1立
渡部 最古 石田昭夫 大西辰朗 野口由紀子 武田みゆき 江戸友美 天野寛子

高橋雅志 山田美千代 日野照子 渡辺妙子 村上正記 酒井 薫 浅海美喜

3 位
佐伯英樹 梅田正重 宮字地慶司 渡部和子 渡辺麻衣 八木伸衣 渡辺勇輝

相原江理 杉本 茂 武田典久 半田智子 杉里子 真代 佐々木美香 石丸敬太



第12回ウオークラリー大会 炉

1 2月 1 日、第12回 ウオ ー クラリ ー大会が寒風吹きす

さぶ中行われました。

参加者 (39名)も ゴールするころには、体か‘冷え.後

に振る舞われた芋がゆが心と体にしみました。

0第12回ウオークラリー大会結果

小学 生組 一 般組 家族組

渡部覚氏
山 崎徹也

高木仁志

1 位 福本ゅうた
森本伸吾

高木太輔

長沼省吾 高木霊加

渡部 一 秀
田中克彦 菅野栄治

2 位 高橋智樹
田中晴美 菅野裕子

中屋敷 イ歪

山本健喜 田中裕樹 日野福雄

3 位
田中優佑

菅野真一
日里子智恵子

林 祐典 日野夏海
成 川 秀和 近藤弘 康 日里子こずえ

奥松瀬川公民館完成砂

1 2月 8 日 、奥松瀬川公民館が完成し、

関係者が出席して落成式が行われました。

式典、 祝賀会の後は、もちまき 、 太鼓、

芝居、カラオケ大会、バザーなどで終日

にぎわいました。

企有線放送アナウンス
全国コンクールで優秀賞

11 月 28 日 、 東京で行われた有線放送アナ

ウンス全国コ ンクールで川内町役場の里子中

祝子さんが優秀賞に選ばれました。

愛媛県で初めての快挙でした。

A 

v福祉推進県大会で

県知事表彰

1 2月 8 日、県民文化会館で第16回障害

者福祉推進愛媛県大会が開催され、 板戸

F蜘、、

，噌手~月占弓~}A

の高須賀清ーさん

が身体の障害を克

服し 、 立派に 自立

更生されたとして

愛媛県知事表彰を

受けられました。
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圏
一
直
圃みんなの広場に登場していただく

方を募集しています。
「こだわり人生J íまちの話題J íわ

、が家の愛ドル」 などのほか身近な
ニュース、情報を役場総務課広報
係までこ一報ください。

fi 966-2222 有線2111

(板 戸)

会 伊藤 隆志さん (50歳)

平
成
八
年
十

一
月

二
十
二
日
、
東
京
三
会
堂
ビ
ル

石
垣
記
念
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
、
第
八
十
四
社
団
法

人
大
日
本
農
会
受
賞
式
に
お
い
て
、
板
戸
の
伊
藤
隆

志
さ
ん
が
県
下
で
た
だ
一
人
(
全
国
で
四
十
七
人
)
畜

産
部
門
で
、
緑
白
綬
有
功
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

。

伊
藤
さ
ん
は
、
現
在
二
五
O
頭
余
り
の
牛
を
飼
育

す
る
大
規
模
農
家
で

、

乳
用
肉
牛
の
保
育
育
成
、
肉

専
用
種
の
繁
殖
か
ら
肥

育
ま
で
の

一
貫
経
営
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の

飼
育
方
法
、
経
営
方
法
並
び
に
畜

産

後
継
者
の
育
成
、
指
導
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章

シ
」
介
。η
J
±
ナ
し
れ
~。

お
や
じ
さ
ん
か
ら
畜
産
経
営
を
引
き
継
い
だ
伊
藤

さ
ん
は

、

自
ら
ア
メ

リ
カ
で

二
年
間
学
び
、
畜
産
経
営

の
充
実
を
図
る
か
た
わ
ら

、
海
外
か
ら
の
研

修
生
や

、

海
外
へ
学
び
に
ゆ
く
青

少
年
の

事
前
研
修
先
と

し

て
多
く
の
青

少
年
を
受
け
入
れ

、

育
て
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

多
く
の
後
継
者
を
育
て
て
き
た
伊
藤
さ
ん
で
す
が
、

息
子
さ
ん
が
家
業
を
手
伝
っ

て
く

れ
て
い
る
の
が

一
番
う
れ
し
そ
う
に
見
え
ま
し
た

。

山
石
机に
麿
崖

仏
あ

り
冬
の
山

焼
発
や
野
外
授
業
の
子
供
述

帰
る
家
な
さ
故
玄
や
冬
鴎

木
枯
に
洗
濯
物
の
絡
み
け
り

組
内
の
れ
ん
押
し
分
け
て
来
し
冬
帽
子

相
引
の
有
流
れ
水
鳥
一
流
る
る
よ

手
袋
を
と
り
で
別
れ

の

握
手
か
な

後
押
す
や
膝
に
毛
布
の
車
椅
子

た
め
池
に
上
る
寄
あ
り
今
朝
の
冬

父
の
ゐ
る
母
の
小
部
屋
や
花
八

r

手

手
術
後
の
眠
れ
ぬ
ま
ま
や
夜
長
さ

嫁
く
子
の
衣
装
あ
は
せ
や
冬
う
?
り

短
日
や
石
に
つ
ま
ず
さ
吠
の
夜

安
本
の
流
る
る
川
に
小
舟
か
な

河
同
体
鍋
に
強
さ
風
吹く
タ
ゑ
よ

私
小
屋
に

料
こ
も
り
せ
る
時

雨
か
な

表川吟社
11 月例会鯛奇選

J友
喜F

〆4
司、

樹

回
申
l

笹
子

大
下

典
子

宇
和
川
春
吉
司

戒
能

多
喜

大
石

1-
紗

事車
ロ

文
す

メ
b 

野

美
ム中

渡
部
て
る
み

イ左
イ白

芳
女

菅
1ff 

美
代

宇
和
川
悠

h
t

宮
崎

主主
3各

it. 
山

力。

寿

領
家

世

津

;ι 

ま周
iら



摂
話

火
の
用
心
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

川
西
部
公
民
館
の
横
に
あ
る

普
鎧
台
に
火
の
用
心
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
登
場
し
ま
し
た
。

こ
れ

は
、
消
防
第
七

分
団
団
員

が
中
心
に
な
っ
て
製
作
し
た
も
の

で
す
。

消
防
団
O
B

な
ど
か
ら
資

材
の
提
供
を
受
け

、
十
二
月
八
日
、

日
曜
日
、

一
日

か
け
て
第

七
分
団

団
員
が
完
成
さ
せ
ま
し
た

。

こ
と
の
発
端
は
、
こ
の
警
鐘
台

に
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
施
そ
う
と
い
う
第

七
分
団

員
の

発
案
で
し
た
が
、

そ
こ
は
消

防
団
員

、

ク

リ

ス
マ
ス

ツ
リ

ー

か
ら
火
の
用
心
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
変
更
し

、
さ

っ
そ

く
実
行
と
な
り
ま
し
た

。

少
年
夜
警
や
こ
の
火
の
用
心
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
年
末
の
風

物
詩
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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望
…
枠
の
写
真
を
埋
め
る
白
い
椅

入
り
口
で
詩
人
形
に
迎
え
ら
れ

母
を
恋
う
少
女
野
菊
へ
来
て
座
る

初
孫
の

王
様
が
い
る
家
の
中

中
流
へ
友
が
え
軽
に
寄

っ

て
く
れ

信
号
が
変
る
込
う
の
は
も
う
止
そ
う

一
キ
ロ
の
変

化
で

騒
ぐ
ダ
イ
エ
ソ

ト

送
も
あ
る
汗
と
努
力
の
成
功
者

飛
び
箱
が
飛
べ
て
嬉
し
い
肥
満

の

子

成
功
を
祈
り
身
を
引
く
彰
一
つ

空
模
様
テ
ル
テ
ル
坊
主
吊
り
下
げ
る

開
き
直
っ
て
派
手
な
模
様
の
ワ
ン
ピー
ス

模
様
勢
え
矩
淀
を
出
せ
ば
猫
が
寄
る

空
模
様
悪
い
悪
い
と
刈
り
急
く

花
模
様
、
、
、
ス
か
:
、
セ
ス
か
胸
衿
依

模
様
布
見
せ
て
肉
貌
探
す
孤
児

医
師
団
の
汁
成
功
と
い
う
註

嫁
ぐ
娘
へ
川
に
寝
た
日
を
思
い
出
す

勉
強
は
中
程
に
い
て
人
気
者

世
悼
の
紙
模
様
一
編
み
す
る
秋
夜
長

ひ
か
え
目
に
咲
い
た
小
菊
が
よ
く
目
立
ち

枠
布
に
な
っ
た
タ
オ
ル
の
花
模
様

川柳もづく吟社
文化祭句会喜撰亭選

高ム篠波篠片 1中星山友三山橋岩[\回回越中佐管平
瀬本森喜~ A車問原野崎岡好本本築の中智肉々.'J't 肉
喜美佐 ひ登肉，色、木
m 紫受久 丸野青盛美幸ろ鼻音田えま負J，胡拳深紫
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幸
せ

で
す
か

川
上
小
学
校
教
諭

も
し

、

「
幸
せ
で
す
か
」
と
尋

ね
ら
れ
た
ら

、

ど
の
よ
う
に
答

え
ら
れ
ま
す
か

。

あ
る
人
は

、

笑
顔
で
、
「
幸
せ
で
す
」
と善
一守「
ノ

で
し
ょ
う
。

あ
る
人
は

、

し
ば

ら
く
考
え
て
か
ら
、
「
ま
あ
幸

せ
で
す
」
と
言
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

深
刻
な
顔
で
、
「
幸
せ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
吾
一T
ノ
人

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

。

十
月
二
十
二
・

二
十
三
の
両

日
、
美
川
村
で
行
わ
れ
た
平
成

八
年
度

地
区
別
同
和
教
育
研
究

協
議
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

地

域
ぐ
る
み
の

同
和
教
育
の
推
進

を
目
指
し

、

そ
の
た
め
の
企
画

と
条
件
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、

研
究
協
議
が
重
ね
ら
れ
ま

し
た
。

分
科
会
や
公
開
授
業
を

通
し
て
、
様
々
な
提
案
が
な
さ

渡

部

勇

次

れ
ま
し
た
が

、

部
落
問
題
の
解

決
に
当
た
っ
て
は

、
何
よ
り
も

差
別
が
生
み
出
さ
れ
た
歴
史

的

背
景
を

、

正
確
に
伝
え
る
こ
と

が
大
切

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

長
年

、

ひ
ど
い
差
別
を
受
け
、

幸
せ
と
は
程
遠
い
状

態
に
置
か

れ
て
い
た
人
が
い
る
の
で
す

。

真
実
を
知
ろ
う
と
せ
ず
、
む
し

ろ
目
を
伏
せ
よ
う
と
し
て
き

た

結
果
が

、

部
落
差
別
の
解
消
を

遅
ら
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た

と
思
う
の
で
す
。

今
日

、

部
落
差
別
以
外
に
も

、

様
々
な
人
権
侵
害
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

た
だ

、

人
権
を
侵
害

さ

れ
て
も

、

黙
っ
て
我
慢
を
す

る
、

と
い
う
人
が
と
て
も
多
い

の
が

、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

人
権
侵
害
を
受
け
て
い
る
こ
と

に
、
気
が
つ
か
な
い
人
さ
え
い

ま
す
。

自
ら
の
人
権
を
侵
害
さ

れ
て
も
気
づ
か
な
い
人
は

、

知

ら
ぬ
聞
に

他
人
の
人
権
を
も
侵

害
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か

。

人
権
を
侵
害
さ
れ

て
も
我
慢
す
る
人
は

、
他
人
に

も
平
気
で
我
慢
を
強
い
る
の
で

は
な
い
で
し

ょ

う
か
。

理
不
尽

な
こ
と
を
言
わ
れ
た
り

、

さ
れ

た
り
し
た
ら

、

黙
っ
て
い
な
い

で
怒
る
べ
き
だ
と
思
う
の
で
す
。

自
ら
の
人
権
は

、

ま
ず
自
ら
の

手
で
守
る
べ
き
だ
と
思
う
の
で

す
。
自
ら
の
人
権
を
守
れ
る
人

は
、

他
人
の
人
権
も
大
切
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う

。

そ
し
て
、
い
や
だ
と
思
う
こ
と

を
さ
れ
な
い

、

し
な
い
と
い
う

姿
勢
こ
そ
が
必
要
で
し
ょ
う
。

学
校
で
も

、
同
和

教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

同
和
教
育
、

す
な
わ
ち
人
権
尊
重
の
教
育
は

、

学
校
の
教
育
活
動
の
す
べ
て
に

お
い
て
意
識
さ
れ

、

実
践
が
な

さ
れ
て
い
ま
す

。

今
、

い
じ
め

が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て

い
ま
す
が

、

い
じ
め
も
明
ら
か

に
人
権
侵
害
で
す
。

な
ぜ
、
そ

の
子
が
い
じ
め
を
受
け
て
苦
し

み
、
悩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
し
ょ
う

。

い
じ
め
を
認
め

る
理
由
な
ど
、
存
在
し
な
い
の

で
す
。

い
じ
め
の
背
景
を
探
っ

て
い
る
と
、
い
じ
め
た
子
は
、

日
常
生
活
に
対
し
て
様
々
な
不

満
や
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

ど
の
子
も
生

き
が
い
を
感
じ

ら
れ
る
、
そ
ん

な
学
校
や
家
庭
、
社
会
に
し
た

い
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん

、

大

人
の
責
任
で
す
。

幸
せ
に
生
き
る
こ
と
は

、

今

日
、
と
て
も
大
変
な
気
が
し
ま

す
。

幸
せ
を
阻
害
す
る
要
因
が

あ
ま
り
に
も
多
い
と
思
う
か
ら

で
す
。

で
も

、

す
べ
て
の
人
が

自
ら
を
大
切
に
し

、

自
ら
の
周

囲
の
人
を
大
切
に
で
き
た
ら
、

み
ん
な
今
よ
り
少
し
幸
せ
に
な

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て

、

子
供
の
幸
せ
の
た
め

に
も
、
大
人
が
ま
ず
幸
せ
に
な

ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

。

そ
れ
に
し
て
も

、

子
供
に
「
幸

せ
か
い
」
と
聞
く
の
は

、

勇
気

が
い
り
ま
せ
ん
か

。

砂三世代交流4

1 月 11 日出 午後 1 時より中央公民館大ホール

三世代が集まり、室内ゲー ムをして交流しま す。 その後、むたのし み

抽選会及び全員 に参加賞 もあ ります。 どなたでもご参加 く ださい。

惨ボカシと入浴剤べつぴんしゃん作り 4
1 月 26 日 (日) 午後 7 時30分より 中央公民館 3 階

ポカシで生ごみを堆JJ巴にしてのごみの減誌をしまし ょ う 。 いい土にな

ります。 ア トピーや皮脂の弱い方など、 この入浴剤をおすすめします。

婦
人
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

A 



⑥⑫⑧⑧ 
お
年
寄
り
と

楽
し
く
語
る
会

十

一
月

二
十
五
日
、
川
内
中

学
校
で
「
お
年
寄
り
と
楽
し
く

語
る
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

開
会
行
事
の
あ
と
、
し
め
純

づ
く
り
、
竹
細
工
(竹
ぼ
う
き
・

竹
馬
な
ど
て
料
理
(
お
は
ぎ

c

つ

く
り
)、

花
植
え

、

お
手
玉
づ
く

り
が
各
会
場
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
ま
し
た

。

各
会
場
と

も
、

お
年
寄

り
の
手
際
の

よ
さ
が
目
立

#
り
宇
品
?
し
&
に
。

最
初
は
自
分

な
り
に
見
ょ

う
見
ま
ね
で

や
っ
て
い
た

中
学
生
も

、

し
だ
い
に

打
ち
と
け
て
く
る
に

つ
れ

、

ど
ん
ど
ん
お
年
寄
り
に

尋
ね
て
自
分
の
も
の
に
し
て
ゆ

き
ま
す
。

お
互
い
の
気
持
ち
が
ほ
ぐ
れ

た
後
は
、
語
り
合
い
タ
イ
ム
で

す
。

「
戦
争
に
つ
い
て
」
「
川
内

の
今
昔
」
「
昔
の
遊
び
」
「
お
年

寄
り
の
願
い
」
の
テ
l

マ
で
そ

れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
話
し
合
い
が

も
た
れ
ま
し
た

。

そ
の
後

、

畳
食
を
は
さ
み

、

午
後
か
ら
は
ク
ロ

y

ケ
!
と
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交
流
を
深
め

牛
A
F1し
れ
九。

こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習
社
会

に
お
い
て
は

、
こ

の
よ
う
に

地

域
の
人
々
が
学
校
を
訪
れ
、
社

会
学
習
を
通
し
て
交
流
す
る
こ

と
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

~H置
年
末
年
始
の
変
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
写
真
は

、

根
引
峠
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

で
実
施
さ
れ
た
斐
通
茶
屋

の
写
真
で
す
。

現
在
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
な
ど
が
で
き
る
前
の

様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

A 
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砥
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予
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伊
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第
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・

新
川

国
平
成9
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叩
年
度

園
教
育
改
革
モ
ニ
タ
ー
募
集

届
け
出
て

、

再
交
付
を
申
請

一

平
成
9

年
2

月
比
日
出

ゃ
圃

し
ま
し
ょ
う

。

一
口
受
付
場
所

一
口
募
集
人
員
等

一
⑤
他
人
に
貸
し
た
り
、
借
り
た
り
一
山
城
北
・
城
西
地
区

、

城
東

一

5
0
0

人
依
頼
期
間

2

年

闇

:

一
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う

。

一

地
区
、
城
南
地
区
は
、

一
口
応
募
資
格

闇
呆
貧
証
立
大
河
こ

一

圃

f
i
-
-
4
4
L

一
⑥
期
限
が
き
た
ら
す
み
や
か
に

一

松
山
地
方
局
建
設
部
建
築
指

一

教
育
改
革
に
つ
い
て
関

心
が

国扱
い
ま
し
ょ
う
/

一
返
却
し
、
新
し
い
保
険
証
の一
導
諜
県
営
住
宅
係(8
9
4
一
あ
り
、
教
育
改
革
モ
ニ
タ
ー

国
保
の
保
険
証
は
正
式
に
は

一

交
付
を
受
け
ま
し

ょ

う
。

一

1

・
1
1

1

1

内
線
4
4
3

)
一
と
し
て
仕
事
に
熱
意
を
も

っ

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」
一
⑦
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

一

山
伊
予
地
区

は
、
一
て
い
る
年
齢
別
歳
以
上
の
方

と
い
い

、

お
医
者
さ
ん
に
か
か
一
た
と
き
や
、

他
の
市
町
村
に
一
松
山
地
方
局
伊
予
土
木
事
務

一
口
仕
事
内
容

る

と
き
に
必
要
な

受
診
券
で
す
。

一
転
出
す
る
場
合
は

、

忘
れ
ず

一

所
用
地
管
理
課
(2
9
8
2

・

一
教
育
改
革
に
関
す
る
施
策
の

大
切
に
取
り
扱
い
ま
し

ょ
う

。
一

に
保
険
証
を
返
し
ま
し
ょ

う

。

一

1

2
0
5
)

一
う
ち
文
部
省
か
ら
依
頼
す
る

①
保
険
証
が
交
付
さ
れ
た
ら
、

一
③
長
期
の
旅
行
や
修

学
な
ど
で

一
口
抽
選
日

一

テ
l

マ
に
つ
い
て
、
ま
た
、

記
載
内
容
に
ま
ち
が
い
が
な

一

家
族
と
離
れ
て
住
む
と
き
は
、

一

平
成
9

年
3

月
4

日

ω

一

そ

の
他
教
育
に
関
し
て
お
気

い
か
ど
う
か
確
認
し
ま
し

ょ
一

申
請
す
る
と
2

枚
目
の
保
険

一

日
時
叩
分

一

づ
き

の
点
に
つ
い
て
、
教

育

ぅ
。

勝
手
に
書
き
か
え
た
も

一

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

一
口
募
集
団
地

一
改
革
モ
ニ
タ

ー

の
周
辺
、
地

の
は
使
え
ま
せ

ん
。
一

一
山
城
北

・

城
西
地
区

一

域
(
家
庭
、
近
隣
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勤
務
先

②
お
医
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さ
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る
と
き

一

\
\
I
l
l
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-
-

/

/

一
松
風

・

松
翠

・

朝
美

・

梅

一

等
)
の
人
々
の
意
見
等
も
聴

は
、
必
ず
窓
口
に
提
出
し
ま

一久
募
集

Y
一
津
寺
潮
見
鹿
峰
中

一
取
の
う
え
、
教
育
改
革
モ
ニ

し

よ
う

。

一

/

/

f
i

l
\

一
須

賀

一

タ
!
と
し
て

の
意
見
等
を
ま

③
お
医
者
さ
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に
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よ
ぷ
一
層
一
引
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区

一
と
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文
書
に
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っ
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提
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l

l
f

一圃県
営
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宅
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j
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で
必
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圃

-
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梅
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本

・

天
神

・

一

る
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で
す
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し
ま
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。
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募
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合
わ
せ・
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先

④
紛
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き
は
、

一
口
受
付
期
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城
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地
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7
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松
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す
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か
に
国
保
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一
平
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月
7

日

幽
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一
和
泉

・

石
井

・

西
石
井
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一
一
番
町

4

丁
目
4
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地
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県
教
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委
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会
事
務
局

教
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福
利
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先

右
記
の
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る
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、

干
7
9
0

松
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1

3
2

番
地

松
山
教
育

事
務
所
ま
で

一
口
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込
み
締
切
日

平
成
9
年
1

月
口
日
幽

園
女
性
再
就
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準
備
支
援

圃
集
団
セ
ミ
ナ
ー

聞
受
講
生
募
集

一
口
セ
ミ
ナ
ー

内
容

-

職
場
の
マ
ナ
!
と

エ
チ

r
ー
リ
ノ

、

;
、

1

.

働
く

女
性
を
め
ぐ

る
法
律

&
制
度

-
ワ
ー

プ
ロ

一
日
体
験

.

女
性
の
職
場
と
求
人
情
報

.

企
業
訪
問

・

あ
な
た

の
適
職
診
断

-

働
く
と
き

の
税
金
と
保
険

介
。
シ
」

一
口
期
間

2

月

3

日

開
1

2

月
7

日

出

口
U
土
寸
l
j
巳

U
土
寸

-
ム

円
目

1

4
n
n

一

口
定
員
等

初
名
受
講
料
無
料

~ 



口
申
込
締
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一
会
参
加

等
障
害
者
の
人
権
に

1

月
白
日
幽
一

関
す
る
あ
ら

ゆ
る

相
談

口
問
い
合
わ
せ
・
申

込
先

一
(

無
料
・
秘
密
厳
守
)

〒
7
9
1

松
山
市
山
越
町

一
口
フ
リ
ー
タ
イ
ヤ
ル

4
5
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番
地
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9
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0
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0
2
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・
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\
m
u
w

/

一久
月
間

Y

l

/

品
中

s
s
a

\
|

一

l
i
l
i
-
-
1
1

til
i
-
-
-
1

一
円

月

1

日

1
5

日

国家
事
相
談
・
家
事
調
停

一
幽
ふ
ぐ
中
毒
防
止
月
間

口
相
談
日

一
ふ
ぐ

中
毒
防
止

の
た
め
、
次

月
1

金
眼
目

9

時
1

日
時
半

一
の

事
項
に
十
分
注
意
し
て
く

だ

日
時
i

M
時
半
一
さ
い

。

口
相
談
内
容

一
口
素
人
調
理
厳
禁
/

離
婚
、
相
続
、

子
ど
も
、
親

一

近
年
の
ふ
ぐ

中
毒
は

、

素
人

族
等
に
関
す
る
相
談

一

調
理
(と
く
に
家
庭
内

)に
よ

口
場
所

一

る

も
の
が
大
半
で
す

。
ふ
ぐ

松
山
家
庭
裁
判
所

一

取
扱
者
免
許
の
無
い
人
は
、

8
9
4
5

・
5
0
0
0

一

ふ
ぐ

の
調
理
が
で
き
ま
せ
ん
。

圃

一
口

一
般
消
費
者
へ
の
未
処
理
ふ

幽障
害
者
の
人
権
問
題
に
関一

圃

ぐ

の
販
売
禁
止
/

圃
す
る
ロ
時
間
電
話
相
談

口
相
談
日

平
成
9

年
1
月
幻
日

ω

一

午
前
9
時
1

午
後
9
時

一

口
相
談
内
容

障
害
者
の
扶
養
、

新聞の折り込み広告でご覧
になったことあるでしょう。
あのがんがなおる健康食品
が今すぐ手に入るんですよ。
あとから「あの時に買ってお
けは:Jなんて後悔しでもおそ
いですよ、いかがですか。

悪質勧誘
お宅は場所がよく 、 宣
伝になるので、屋根の
補修工事をさせてくだ
さい。 今日契約してく
れたら工事費は格安に
しますから。 半永久的
に保証しますよ。

どれもこれもウソばっかり 。
ダイヤル式の電話は使えるし、
消防署は消火器の販売などし
ておらん。 屋根の補修工事も、
健康食品も本当に必要なもの
かよく考えることじゃ。

~ 

気をつけよう/
電話会社から派遣
されてきました。
ダイヤル式の電話
は使えなくなりま
すので、この最新
式の電話を買って
もらいます。
さあ、すぐに契約
してください。

消防署の方から来ました。 消火
器の点検をしています。 もしも 、
古いものだと使えませんので 、
今日お持ちしたものを買ってい
ただくことになります。

介
護
、
社



口イベント

川内町

川内町教育委員会

川内町中央公民館

きわやかな汗を流したい人集まれグ

Ei属部沼~11J目白講話・ 口主催

元旦に

惨楽しく、走ったり、歩いたりする部 3km 

'ピリツと、ひきしまる競走の部 5km ・ lOkm

平成9年 1 月 1 日 (刻
午前 9 時30分~受付
午前10時開始

口集合場所 川上小学校グランド

口申 し込み・問い合わせ先

川内町教育委員会

ft 966-4721 有線5911

FAX 966-4867 

女参加者全員に . . .

記念品プレゼン卜/
女幼児から大人まで、

だれでも参加OK!
女抽選で楽しいプレゼント/
*5回参加者には...

特別プレゼント/

き口 と

。沿道での応援よろしく
お願いし、たします。

加藤
成人式に

参加してみませんか
平成 9 年 1 月 15 日付。

午前 9 時~ 受付

午前 9 時30分間式

川内町中央公民館

昭和引年 4 月 2 日から昭和52年 4 、

月 1 日 までの出生者で川内町在住 4

の方。

該当者には案内状を差し上げます

ので、ぜひ参加してください。

※ なお、 現在、 町内に住んでいな く ても町内出

身の方は成人式に参加できますので、 ご希

望の方は教育委員会までご連絡 く ださし、。

口問い合わせ先 教育委員会 ft 966-472 1

有線 5911 

時口 日

所
者当

場
該
口
口

A 

口
と

平
成
9

年
1

月

6

日

間

午
前
什
時
j

ロ
時

川
内
町
中
央
公
民
館

き

口
と
こ
ろ

口
定

先
着
1
5
0

名

員
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口有線電話異動 口ζみ収集日程 口戸籍の窓

= 川内町有線放送電話の加入者異動のお知らせ ( 1 1 月中) =

脱 退 復 リ害

篠水 111 械 佐中
之

~、 t一i 本 i難 f自 問I

2 5 5 
7 マ 4 富 5 
7 サ 。 7 
5 子 8 夫 2 修

1 月ごみ収集計画表 口清掃センター fi966-4989 有線3130

00000 =t5丸3ごみ 00000

収集曜 日 収集地域

1 東谷 ・ 西谷 (井内 を除く ) I 
月 ・ 木 I ~/~， '~_ - I~I ¥ J~-J.~I，. c-r/~I ::  "7  _J.:t I~ :_ !-tJl.M:l l.t. I 1 月 2 日 (木)はごみの収集を休みます

~ 1" '1' I 土谷 ・ 滑・川 ・ 天ネ'1' ・ 鳥の子 ・ 横j難団地 | 
母 「一一 *一一一一r -fl;丙一一一一一一一一一一ー一一一ー 一一一一一一一一一一一一一一 一 1 1一一両 -4一一日一面証臨-Iミ i:-='jf一副文言じます

火・金 | 北方 ・ 南方 | 
t ---~;~:~~ -.~~<~:~:- ~ :!_ -----------------------------------------~ 1 月 3 日 (到はごみの収集を休みます

火 |奥松瀬川 l 

| 前松瀬)11 (鳥の子を除 く )
水 ・土 1

1 町筋 (天神 を除く)

週

収集 日 又は収集変更日

1 月 1 日 (水)はごみの収集を休みます

x x x x x ちえ，怠いごみ xx xx x

収 集 地 域 ガ フス ・ 空ビン類 空き缶等金物類 有資源ごみ・粗大ごみ

東奇 ・西谷 (井内を除く )
1 月 13 日 ( 月 ) 1 月 27 日 ( 円 ) 1 月に収集日なし天神 ・鳥の子・ 横灘団地

北方・南方・ 奥松瀬川 l 月 14 日 (火 ) 1 月 28 日 (火)
次回収集予定

前松瀬J 11 (鳥の子を除く)
1 月 8 日 (水 ) 1 月 22 日 (水 ) 有資源ごみ .. . 2 月

町筋 (天神 を除く)
半宜大ごみ ・ ・ ・・ ・ 3 月

井内 ・土谷 ・ 滑川 1 月 9 日 (木) 1 月 23 日 (木)

ガ 下 J¥ 井 刀t プ1
'τ也I-i、 f主リ

i好 7 海 内 ラ

屋
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上 。需
ヤ 所

ヨ't 上 L、 盟T ヰ1:
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氏本 音1I lJ!I- 回 岡 |司
ト 喜

{尊 ク 代 里 早 政i尚 秋 志 名
蔵 ヨ 子 J工 一国H靖 &ft 
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齢
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口健康一口メモ ロ予防接種 口乳幼児健診

⑧⑧@⑬⑧⑧ 
年末年始は、暴飲・暴食しがちです。 乱れた食生活を

修正しないと 、『正月太り』 が身にけいてしまいます。

正しい食生活のポイントは次の 2 つです。

( 1 日 3固の規則正しい食事〉 〈野菜をたくさん食べましょう〉

だらだら 、 食べたリ飲んだり 。 昼
食なのか 、 夕食なのか、夜食なのか、

間食なのか分からない食事をしてい
ませんか。 食べっぱなし、飲みっぱ

なしでは内臓はへとへとです。 食べ
る時間 、 食べない時間をきちんと決
めて体のリズムを整えましょう 。

ごちそう続きでは 、 ビタミン 、 ミ
ネラル、食物繊維などが足りなく

なって 、 体がだるくなったり、太り
やすくなっています。 野菜をたっぷ
リ使った鍋料理や異だくさんの味噌

汁 、 スープなど野菜をたっぷりたべ
ましょう。

砂 場 所 健康センタ ー 2 階 砂持参品母子健康手帳、 体温計

ワクチン名 日 時 対象児と注意事項

1 歳~7 歳 6 カ 月の者

一種混合
1 月 9 日(木) *百日ぜきにかか っ たことのある方は二種混合(ジ

午後 2 時~3 時 フテリア・破傷風)を受付で申し出て受けてくだ

さし、。

1 月 30 日(木) 1 歳 6 カ 月 ~ 7 歳 6 カ 月 の者

麻 疹 午後 3 時~ *すでにMM R (麻疹・風疹・おたふくかぜ)の混合ワ

3 時30分 クチンを接種している方は接種の必要ありません。

. 3歳児健診 ・ 1 歳6カ月児健診
砂日時 1 月 20 日 (月)

受付:午前10時~10時30分

砂場所 健康センタ -2 階

砂対象児 平成 5 年1O~1 2月生ま れの幼児

砂内容身体測定、小児科診察、歯科診察
保健指導 (栄養・歯科)

砂持参品母子健康手帳
アンケート(事前に送付します)

-歯科検診
砂日時 1 月 23 日休)

受付:午前 9 時~10時30分
午後 1 時~2 時30分

砂 場 所 健康センター 2 階

砂対象児 1 j賓~就学前の幼児
砂内 容歯科診察、フッ素 ・サホライ ド

塗布、ブラッシング指導
砂持参品 母子健康手帳、歯ブラシ 、 タオル
砂料 金 200円

砂日 時 1 月 30 日休)

受付 :午後 1 時~ 2 時

砂場所 健康センタ -2 階

砂対象児 平成 7 年 5~7 月生まれの幼児

砂内容身体測定、貧血検査、小児科診察
歯科診察、保健指導 (栄養・歯科)

砂持参品 母子健康手帳
アンケー卜(事前に送付します)

-乳幼児健康相談
惨日時毎週水曜日午前 9 時~1 2時

砂場所健康センタ-1 階

砂持参品母子健康手帳
砂内 容身体測定、 育児相談

A 



月の当番医 1 
口当番医 口健康相談 口健康講座 円犬

[診療時間]

午前 8 時30分

午後 5 時30分

日 当 番 医 イ主 所 電話番号

1 日 (正月) 中 川 病院 松山市南梅本町 976-7811 

2 日 (正月) 泉 内 科 川内町南方 966-2226 

3 日 (正 月 ) 西聖子内科クリ ニッ ク 重信町牛測 964-2200 

5 日 ( 日 曜 日 ) 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 964-2411 

1 2 日 ( 日曜 日 ) 藤石病院 重信町志津川 964-1234 

15 日 (成人の日) 愛媛+全医療学院付属病院 川内町南方 966-5011 

1 9 日 ( 日曜 日 ) 中 川 病院 松山市南梅本町 976-7811 

26 日 ( 日曜 日 ) 宮 内病院 松山市北梅本町 975-0091 

-
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。
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I嘉 日

不用犬引き取り
野犬買い上げ

毎週月曜日午前 8 時30分~ 1 0時

* ただし 、 1 月 は 1 3 日より開始。

健康セ ンタ /'1・・ ハ
r"，_ /ノ

印鑑 ・~ . -下 t

登録して し、 る犬は鑑札》ンー-.........弐J

時

砂 場 所

砂持参品

& 

砂 日



中央公民館前

クリスマスツリー

く亘互〉

光
のフ

ァ
ン
タ
ジ
ー

昨
年
に
引
き
続
き
、
遊
楽
団

(十
二
名
)
が
公
民
館
を
訪
れ
た
人

や
道
ゆ
く
人
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
ふ

ん
い
き
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う

と
、

中
央
公
民
館
に
ク

リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー

を
作
り
ま
し
た
。

去
年
は

、
中
央
公
民
館
の
壁
面

に
ク

リ

ス
マ
ス
ツ

リ

ー
を

描
き
、

今
年
は
前
庭
に
河
之
内
の
方
か
ら

い
た
だ
い
た

H

も
み
の
木

H
を
植

え
(
植
え
る
と
い
っ

て
も
根
は
な

く
、

幹
を
直
接
地
中
に
埋
め
て
い

る
)、
そ
れ
に
飾
り

つ
け
を

施
し
、

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

畳
よ
り
も
夜
、
闇
夜
に
浮
び
上

が
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
と
て

も
幻
想
的
で
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
で
す
。

電
気
の
点
灯
は
、
十

二
月
八
日
か

ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
十
二
月

二
十
七
日
頃
ま
で
点
灯
さ
せ
る
そ

う
で
す
。

こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
も
、

将
来
は
も
っ

と
大
が
か
り
に
や
り

た
い
と
遊
楽
団
は
意
気
込
ん
で
い

ま
す

。

気になる

~吉久のイブキ~

吉久の集会所の広場にイブキ (別名ピャク

シン)の巨木があります。幹の目通り 4.7m 、

高さ 1 5m で県下のイプキの巨木の中でも屈指

のものです。

火災や長年の風雪に耐えてきたこのイブキ

には 、 老木の風格と生命力あふれる力強さが

感じられます。

荒々しく 、 節く れよじれた樹肌に触れてい

ると 、 樹霊が宿っているのではないかと思え

てきます。
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